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内容の要旨および審査の結果の要旨
母斑細胞母斑は，胎生期の神経堤の発生異常により生じた異常細胞が皮膚に遊走してきて表皮
または真皮において不十分ながらメラノサイトまたはSchwann細胞の方向へ分化しつつ増殖した
ものと考えられている。本研究では,'母斑細胞の特性を検証するため，生検した複合母斑12例お
よび真皮内母斑52例を材料として，Ｓ-100蛋白とそのα鎖.β鎖,neuron-specificenolase
（NSE），myelinbasicprotein（NBP），β2-microglobulin（β２M），vimentin（ＶＭ）および
glialfibrillaryacidicprotein（GFAP）の母斑細胞における発現を免疫組織学的に検討し
た。なお便宜上従来の分類に従い，メラノサイトヘの分化傾向を示すＡ型母斑細胞，Schwann細
胞への分化傾向を示すＣ型母斑細胞，および両者の中間型のＢ型母斑細胞に分けて観察した。
成績の概要は次のとおりである。（１）s-lOO蛋白とそのβ鎖の陽性率はすべての型の母斑細胞
においてほぼ100％で,．α鎖も高率に検出され，いずれも染色の強さはＡ〈Ｂ《Ｃ型であった。
(2)ＮSEの陽性率はＡ，Ｂ，Ｃ型細胞において各72％，６７％’５７％で，染色の強さはＡ〉Ｂ〉Ｃ
型であった。（３）β2MはＡ型細胞にのふ認められ，陽性率は３％であった。（４）ＶＭの陽性率はい
ずれの型の細胞でも９０％以上で，染色の強さはほぼ同様であった。（５）MBBGFAPはどの型の細胞
にも認められなかった。
以上の所見のうち，Ｓ-100蛋白の高い発現率は母斑細胞の神経堤起源を示す証跡と解釈される
が，そのα鎖陽性という点で母斑細胞はメラノサイトやSchwann細胞よりもそれら由来の腫瘍細
胞（黒色踵細胞，神経鞘腫細胞）に類似していた。β2Mの発現がＡ型細胞に限定され，しかもそ
の発現頻度が低いことは，母斑細胞の細胞型による分化方向の差異を示すとともに，メラノサイ
トヘの分化方向を示すＡ型細胞といえどもその分化度が不十分であることを示す所見と解釈され
た。Ａ型・Ｂ型'細胞だけでなく，Ｃ型細胞も一様に比較的高率にNSE陽性であったことは，母斑
細胞の２元説を否定し，この細胞の起源が一元的であることを強く示唆する所見と考えられた。
本論文は，母斑細胞における抗原性物質発現の特徴的様相を明らかにし，母斑細胞の神経堤起
源説を裏付ける免疫組織化学的知見を提供したものであり，価値ある論文と評価された。
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